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【目的】 ウナギの想定産卵海域及びその周辺海域においてウナギの遊泳

行動を明らかにすることを目的に、銀化降りウナギのピンガー追跡調査及

び海洋観測を行った。本演題では天然ウナギの遊泳行動と環境要因との

関係について検討した。 

【方法】 2009 年 10 月に利根川河口域で採集した天然ウナギ６個体にピン

ガーを取り付け、水産庁調査船照洋丸で追跡調査を行った。追跡時、自動

気象観測装置による気象観測、12 時間毎の XCTD 観測、ADCP による

1000mまでの潮流観測、追跡開始・終了時1500mCTD観測等を行った。

ピンガーは CTD に括りつけて 500m まで下ろし、深度・水温の更正を行っ

た。遊泳速度には 5 分間の平均船速を用いた。 

【結果】 2010 年 8 月 8 日～14 日に長期追跡した個体に日周鉛直移動が

見られた。日出前約一時間前の暗いうちから潜行を開始し、日出時には最

大深度に到達していた。夕方は日没直後に上昇開始した。照度データと潜

行、上昇は良く対応しており光感受性は高いと考えられた。夜間は塩分極

大の下約 30m の 160m 附近を遊泳し、水温 22.8～24.3℃、塩分 35.0 に

相当した。昼間の遊泳水深は初日の420mから日ごとに深くなり７日目には

630m となった。水温 6.2～8.7℃、塩分 34.3～34.4 に相当し、さらに深く

潜行する可能性が示唆された。水平遊泳速度は夜間 1.5km/h、昼間１.１ｋ

ｍ/h、遊泳水深帯の流速場は、夜間 1.0km/h、昼間 0.4ｋｍ/h の西向流で

あった。ウナギは北赤道海流に乗って泳いでいることが示唆された。 


